
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
九
日
受
領

答

弁

第

三

四

二

号

内
閣
衆
質
一
七
七
第
三
四
二
号

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

�

人

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
君
提
出
海
洋
資
源
生
物
の
保
存
に
対
す
る
政
府
の
見
解
等
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
君
提
出
海
洋
資
源
生
物
の
保
存
に
対
す
る
政
府
の
見
解
等
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
第
三
国
の
船
籍
を
持
つ
船
の
増
加
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
水
産
庁
に
お

い
て
は
、
外
国
人
漁
業
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
六
十
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
農
林
水

産
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
本
邦
の
港
に
寄
港
し
た
ロ
シ
ア
連
邦
の
漁
船
を
含
む
外
国
漁
船
の
数
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
統
計
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
る
が
、
貨
物
税
関
申
告
書
の
み
を
積
出
証
明
書
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
よ

り
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
漁
船
が
韓
国
に
向
か
う
事
態
が
生
じ
た
と
い
う
御
指
摘
の
よ
う
な
事
実
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（

平
成
二
十
三
年
七
月
五
日
内
閣
衆
質
一
七
七
第
二
七
五
号
）
二
、
四
及
び
五
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

四
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
三
年
七
月
五
日
内
閣
衆
質
一
七
七
第
二
七
五
号
）
一
及
び
三
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り

で
あ
る
。

七
か
ら
九
ま
で
に
つ
い
て

一



先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
四
日
内
閣
衆
質
一
七
七
第
一
八
一
号
）
二
及
び
三
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と

お
り
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
法
令
に
違
反
し
て
行
わ
れ
る
水
産
物
の
漁
獲
及
び
輸
出
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
が

自
国
の
法
令
に
基
づ
く
取
締
り
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
等
の
観
点
か
ら
、
我

が
国
と
し
て
も
必
要
な
協
力
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
の
協
力
の
在
り
方
に
つ
き
ロ
シ
ア

連
邦
政
府
と
協
議
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二


